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●
「
要
介
護
認
定
＝
障
害
者

控
除
」
の
実
態

　
　

介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
に
対
し
、
限
り
な
く
障

害
者
に
近
く
障
害
者
控
除
に

該
当
す
る
と
し
て
、
障
害
者

控
除
の
認
定
書
を
送
付
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市

で
も
取
り
組
め
な
い
か
。

　

本
市
の
過
去
５
年
間
を
み

て
も
、
申
請
の
要
介
護
認
定

者
全
員
が
障
害
者
控
除
の
認

定
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

要
介
護
度
の
み
で
、
一

律
に
障
害
等
級
と
比
較
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

●
市
報
の
見
出
し
、
わ
か
り

や
す
く

　
　

毎
年
市
報
12
月
号
に
障

害
者
控
除
に
つ
い
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
対
象
者
が
わ
か

り
に
く
い
。
平
成
29
年
度
54

件
と
申
請
者
も
少
な
い
実
態

が
あ
る
。
他
市
の
よ
う
に
見

出
し
に
「
高
齢
者
の
」、「
65

歳
以
上
の
」
と
い
う
言
葉
を

つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

他
市
の
例
を
参
考
に
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善
。

　
　

要
介
護
認
定
等
の
通
知

に
、
障
害
者
控
除
の
申
請
書

の
同
封
が
で
き
な
い
か
。

　
　

研
究
し
、
よ
く
考
え
て

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
保
育
料
の
徴
収
委
託
（
私

立
９
園
）
の
廃
止
を
」

●
保
育
園
へ
の
現
金
持
参
方

式
は
、
県
内
で
行
田
市
だ
け

　
　

私
立
保
育
園
の
保
育
料

が
現
金
持
参
の
理
由
は
。

　
　

口
座
振
替
よ
り
直
接
払

い
の
徴
収
率
が
高
い
。
平
成

20
年
度
、
学
童
保
育
料
を
口

座
振
替
に
し
た
際
に
、
公
立

保
育
園
は
口
座
振
替
に
し
た
。

　
　

子
ど
も
の
人
権
の
観
点

か
ら
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

各
家
庭
の
所
得
階
層
は
個
人

情
報
で
あ
り
、
保
育
従
事
者

が
知
る
必
要
が
な
い
。
保
育

園
へ
の
徴
収
委
託
は
廃
止
を
。

　
　

指
摘
の
部
分
も
含
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

〇
公
共
施
設
の
統
廃
合
問
題

　
　

蓮
華
寺
通
り
、
北
谷
通

り
、
商
工
セ
ン
タ
ー
脇
、
行

田
郵
便
局
前
な
ど
総
額
約
２

億
円
か
け
石
畳
風
の
道
路
改

修
を
行
っ
て
い
る
。
多
額
の

税
金
を
か
け
、
そ
れ
ら
し
く

街
を
つ
く
り
あ
げ
る
べ
き
で

は
な
い
。
そ
も
そ
も
昔
は
石

畳
だ
っ
た
所
な
の
か
。

　
　

か
つ
て
は
通
常
の
舗
装

道
路
で
あ
っ
た
。

　
　

も
と
も
と
石
畳
で
な
い

と
こ
ろ
を
理
想
論
で
改
修
す

べ
き
な
の
か
。
せ
せ
ら
ぎ
歩

行
空
間
整
備
に
お
い
て
も
６

５
０
０
万
円
か
け
、
せ
せ
ら

ぎ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ほ
ど
遠

い
深
い
側
溝
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

既
存
の
浮
き
城
の
径
の

池
を
水
源
と
し
て
、
自
然
流

下
さ
せ
る
た
め
に
水
面
の
位

置
が
低
く
な
っ
た
。

　
　

せ
せ
ら
ぎ
を
つ
く
る
に

は
地
形
的
に
無
理
が
あ
る
の

で
は
。
ま
た
、
深
く
て
大
き

い
た
め
工
事
費
も
か
か
る
。

水
深
約
13
セ
ン
チ
で
は
枯
葉

も
た
ま
り
、
頻
繁
に
清
掃
し

な
け
れ
ば
水
は
流
れ
な
い
。

維
持
管
理
費
は
年
間
ど
の
ぐ

ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

正
確
な
見
積
も
り
は
実

施
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
維
持
管
理
費
に
増
額
す

る
必
要
は
あ
る
。

　
　

安
全
対
策
も
必
要
で
は
。

　
　

景
観
を
考
え
柵
で
は
な

く
植
栽
を
設
置
予
定
で
あ
る
。

●
カ
フ
ェ
レ
シ
ピ
開
発
事
業

　
　

旧
忍
町
信
用
組
合
カ
フ

ェ
の
レ
シ
ピ
開
発
を
１
６
５

万
円
で
城
西
大
学
に
委
託
。

22
品
目
を
開
発
し
た
が
カ
フ

ェ
で
は
４
品
目
し
か
採
用
し

て
い
な
い
。
他
の
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
は
誰
が
考
え
た
の
か
。

　
　

運
営
団
体
で
考
え
た
。

　
　

自
分
達
で
考
え
ら
れ
る

な
ら
こ
の
経
費
は
無
駄
で
は
。

　
　

他
の
18
品
目
に
つ
い
て

は
家
庭
で
も
作
れ
る
健
康
レ

シ
ピ
と
し
て
活
用
す
る
。

［
そ
の
他
の
主
な
質
問
］

〇
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資
源

組
合

　
　

新
ご
み
処
理
施
設
は
広

域
と
単
独
で
は
ど
ち
ら
が
よ

り
市
民
負
担
が
少
な
い
か
。

　
　

広
域
化
で
整
備
し
た
方

が
約
20
億
円
の
軽
減
と
な
る
。

　
　

収
集
回
数
や
分
別
方
法

は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

休
日
受
入
れ
は
で
き
な
い
か
。

　
　

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
て
検

討
を
行
う
。
な
お
、
祝
日
と

土
曜
日
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
組
合
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　

余
熱
に
よ
る
発
電
後
に

利
用
で
き
る
熱
は
残
る
の
か
。

　
　

発
電
後
は
、
外
部
に
対

し
最
大
毎
時
５
千
メ
ガ
ジ
ュ

ー
ル
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

余
熱
利
用
の
温
浴
施
設

を
建
設
し
た
場
合
、
余
熱
の

熱
量
は
十
分
な
の
か
。

　
　

現
在
、
施
設
検
討
委
員

会
で
余
熱
利
用
施
設
の
規
模

を
検
討
し
て
い
る
。

●
旧
忍
町
信
用
組
合
店
舗

　
　

国
か
ら
の
交
付
金
と
本

市
の
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

　
　

ま
ず
、
移
築
に
関
す
る

総
工
費
は
約
１
億
１
５
５
０

万
円
で
、
そ
の
う
ち
約
４
３

４
０
万
円
が
国
の
交
付
金
で

あ
る
。
ま
た
、
総
工
費
の
約

51
％
を
合
併
特
例
債
で
賄
っ

た
た
め
、
市
の
一
般
財
源
か

ら
の
支
出
は
約
１
３
１
５
万

円
で
あ
る
。
次
に
、
移
築
以

外
の
経
費
と
し
て
国
の
交
付

金
の
対
象
で
あ
る
レ
シ
ピ
開

発
事
業
が
１
６
５
万
円
、
備

品
購
入
費
と
消
耗
品
費
が
６

９
０
万
円
で
あ
る
。
施
設
の

維
持
管
理
費
を
除
く
事
業
費

総
額
は
約
１
億
２
６
０
０
万

円
で
、
そ
の
う
ち
市
の
負
担

は
約
３
９
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　

移
築
の
効
果
は
。

　
　

文
化
財
の
保
存
、
活
用
、

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、

子
育
て
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

従
業
員
の
実
態
は
。

　
　

カ
フ
ェ
の
従
業
員
は
、

30
人
中
27
人
が
市
民
で
子
育

て
中
の
方
で
あ
る
。
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高
齢
者
の
障
害
者
控
除
の

　
　
　
適
用
基
準
と
徹
底
周
知

三
　
宅
　
盾
　
子

（
ま
ち
を
住
み
よ
く
す
る
会
）

事 業 全 般

事
業
の
計
画
や
チ
ェ
ッ
ク
、
検
証
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
無
駄
は
な
い
の
か

斉
　
藤
　
博
　
美

（
日
本
共
産
党
）

市 民 の 声

新
ご
み
処
理
施
設
・
旧
忍
町
信

用
組
合
店
舗
に
つ
い
て
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